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「
令
和
3
年
度 

北
の
国
・
森

林
（
も
り
）
づ
く
り
技
術
交
流

発
表
会
」
を
令
和
4
年
2
月

15
日
、
16
日
の
2
日
間
、
北
海

道
森
林
管
理
局
大
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
。 

 

当
発
表
会
は
道
内
の
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を

目
的
に
情
報
提
供
や
意
見
交
換

を
通
じ
て
、
技
術
力
の
普
及
・

向
上
、
交
流
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
回

の
発
表
会
に
お
い
て
も
一
般
発

表
と
し
て
「
森
林
保
全
・
ふ
れ

あ
い
・
地
域
連
携
」
部
門
６
課

題
、
「
高
校
部
門
」
２
課
題
、

「
森
林
技
術
」
10
課
題
の
計

18
課
題
の
発
表
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。 

 

今
年
度
は
発
表
者
の
皆
さ
ん

に
は
参
集
し
て
い
た
だ
き
会
場

で
発
表
し
て
い
た
だ
こ
う
と
準

備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
再
拡

大
の
影
響
か
ら
や
む
な
く
事
前

に
用
意
い
た
だ
い
た
デ
ー
タ
を

W
E

B

配
信
に
よ
り
発
表
す
る

方
法
と
な
り
ま
し
た
。 

 

視
聴
はY

o
u

T
u

b
e

を
通
じ

て
行
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
方

に
視
聴
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。 

 

ま
た
、
一
般
発
表
の
ほ
か
に

研
究
機
関
３
機
関
、
北
海
道
森

林
管
理
局
森
林
技
術
・
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
特
別
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

 

特
別
講
演
で
は
山
脇
克
彦
建

築
構
造
設
計 

代
表
取
締
役 

山
脇
克
彦
様
よ
り
「
木
造
建
築

に
お
け
る
構
造
デ
ザ
イ
ン
の
可

能
性
」
と
題
し
て
約
１
時
間
の

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
配
信

等
に
よ
る
会
議
、
発
表
会
等
が

多
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
本
発
表
会
に
お
い

て
も
発
表
者
を
は
じ
め
、
多
く

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
滞
り

な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

令和３年度 
北の国・森林づくり技術交流発表会 

【森林技術部門】

盛土地拵による造林コスト縮減へ向けた取組（第２報）

（檜山森林管理署 神田 健冴、津谷 進）

造林コストの中で最も大きい割合を占める「下刈」。この「下刈」

を省略し、コスト縮減及び労働力の軽減を実現するための手法と

して考案した「盛土地拵」ですが、下刈を省略しているにもかかわ

らず、下層植生による被圧の影響をほぼ受けていない結果となっ

ており、今後の事業展開が期待されます。

【森林保全・ふれあい・地域連携部門】

楽しい！わかる！「北の森カルタ」の開発

（技術普及課 宮本 萌樹、今野 莉緒）

北海道民に向けた新たな森林環境教育用の教材として大人と子供

を対象とした２種類のカルタを試作・開発しました。林業、生態

系、文化など８つのテーマに分類し、様々な視点から興味を持って

もらえるよう作成しています。

アンケートによる評価も高く、今後もさらに検証を重ねより良い

木育教材として活用されることが期待されます。

開会挨拶
猪島森林管理局長

も  り 

★局⻑賞（最優秀賞）
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【高校部門】 

旭農版コンテナ苗の生産 

～１粒播種までの道～ 

（北海道旭川農業高等学校 森林科学科（森林環境班） 

菅原 巧登、芝井 光生、鎌田 荒太） 

発芽率 30％といわれる針葉樹の種子は、マルチキャビティコン

テナでの栽培で 100％を達成するため 4 粒植えることになります

が、それではもったいないとの考えから発芽率を上げるための実験

に取り組みました。

【森林技術部門】 

LiDAR を活用した層積計測の取り組みについて 

（網走西部森林管理署 三田 武、藤沼 龍司） 

 LiDAR を活用した層積計測は「簡易・正確・安価」に実施できる

技術であり、導入コストが低く、多くの現場で利用可能な技術です。 

また、人工の削減、高所作業の削減、正確性の向上が期待できま

す。 

【森林保全・ふれあい・地域連携】 

積丹地域における共同施業とストックヤードを活用した共同販売の

取組について 

（石狩森林管理署 末廣 雄二 

積丹町 槙野 弘樹 

北海道水源林整備事務所 佐藤 賢二） 

 所有者毎の規模が小さいため、活用型の森林整備ができない民有

林と、奥地にあり木材の搬出距離が長くなるといった課題のあった

国有林が双方の課題解決のため、協定を締結、路網の共同整備やス

トックヤードを活用した共同販売に向けた取組を行いました。

【高校部門】 

「縮小」造林 

～人工林の減らし方を考える～ 

（北海道帯広農業高等学校 森林科学科 

荒 柚月、村上 大和、高島 陽太 

小田島 脩介、小野田 捺望

齋藤 有澄真、小幡 主真

齋藤 楓奈、柴田 和希）

 将来、人口が減少すると推定される日本において、これから地域

ではどのような森林づくりが求められ、私たちは人工林の伐採跡地

をどのように扱えば良いのか研究を行いました。

★局⻑賞（優秀賞）
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・森林測量におけるタブレット端末の利用事例
（東京大学北海道演習林 小林 徹行） 

・毎木調査本数と UAV 写真による蓄積推定精度
（北海道大学農学部 森林科学科 造林学研究室 野口 晃太郎） 

【森林技術部門】 

・職員によるエゾシカ捕獲の取組について
（宗谷森林管理署 村上 純平、小林 和史）

・鹿子舞と木材産業との関係性の考察及び伝統芸能の継承について
（株式会社細畑林業 細畑 利典、川口 裕也）

【森林保全・ふれあい・地域連携部門】

特別発表

１ 
北海道森林管理局 森林技術・支援センター 谷村 亮、佐藤 太一

２ 発芽率の高いカラマツ種子を探るために ～最適採種時期の解明～
北海道育種場 生方 正俊

３ カツラの種子と花粉を介した遺伝子散布
森林総合研究所北海道支所 森林育成研究グループ 中西 敦史

４ 北海道産シラカンバを原料とした黒毛和牛用粗飼料の開発と実用化
北海道立総合研究機構 

特別講演

「木造設計における構造デザインの可能性」

山脇克彦建築構造設計 代表取締役 山脇 克彦 氏

 最終日の２月１６日、山脇克彦建築構造設計 代表取締

役である山脇 克彦様より講演をいただきました。

 「木材建築構造デザインの多様性」及び「次世代へつな

ぐ」をテーマに、今まで手がけてこられた建築物を例に、

風土に適した地場産材、地場工場加工、地元職人技術によ

る地域産業の活性化、接合部の簡素化、現代木造技術を盛

り込んだ愛される建築について、また、将来に向けた木育、

人を育てていく重要性など、木材利用の実践者ならではの

講演は、山づくりを進める私たちにとってとても貴重な機

会となりました。

★奨励賞
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３
月
18

日
、
北
海
道
森
林
管

理
局
に
お
い
て
令
和
３
年
度
治

山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
前
年
度
に
発
注
し
た
工

事
を
対
象
と
し
て
構
造
物
の
仕

上
が
り
状
況
、
技
術
提
案
、
コ
ス

ト
削
減
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
、

施
工
管
理
等
を
総
合
的
に
評
価

し
、
優
れ
た
工
事
を
表
彰
す
る

も
の
で
、
計
画
・
設
計
・
施
工
の

適
正
化
及
び
設
計
・
施
工
技
術

の
向
上
に
つ
い
て
関
係
者
の
意

欲
高
揚
を
図
る
た
め
毎
年
林
野

庁
に
お
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
、
北
海
道
森
林
管
理

局
管
内
に
お
い
て
、
治
山
工
事

52
件
、
林
道
工
事
40
件
の
中
か

ら
林
野
庁
長
官
賞
７
件
、
北
海

道
森
林
管
理
局
長
賞
13
件
の
工

事
を
選
定
・
表
彰
し
ま
し
た
。 

林
野
庁
長
官
賞
の
表
彰
式
は

林
野
庁
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
ま
ん

延
防
止
措
置
が
発
出
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
中
止
と
な
り
、
表
彰

状
を
猪
島
局
長
よ
り
受
賞
者
の

皆
様
に
伝
達
授
与
し
ま
し
た
。

受
賞
と
な
っ
た
各
工
事
は
、

現
地
に
応
じ
た
工
種
等
の
工
夫
、

仕
上
が
り
の
良
さ
な
ど
品
質
確

保
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
な
ど

に
努
め
た
こ
と
が
高
評
価
に
繋

が
り
ま
し
た
。 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

【北海道森林管理局長賞】 

高
い
技
術
力
に
よ
り
、
安
全
で
か
つ
優
良
な
工
事
を 

施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、 

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す 

部門 森林管理(支)署 工　事　名 会　社　名

治山 宗谷森林管理署
リヤウシナイ川治山工事

株式会社飯島組

治山 網走中部森林管理署
富士見地区５治山工事
 ふじみちく

興和建設株式会社

治山 十勝東部森林管理署
東本別治山工事
ひがしほんべつ

徳井建設工業株式会社

林道 石狩森林管理署
札桂連絡林道（林業専用道）新設工事
さっけいれんらく

岸本産業株式会社

林道 上川中部森林管理署
岩山林道（林業専用道）新設工事
いわやま

株式会社騎西組

林道 東大雪支署
奥瓜幕２号林道（林業専用道）新設工事
おくうりまく ごう

イチエイ山田建設株式会社

林道 渡島森林管理署
釜別林道改良工事
かまべつ

渡辺建設株式会社

受賞工事 

【林野庁長官賞】 

部門 森林管理(支)署 工　事　名 会　社　名

治山 日高北部森林管理署
七沢越五の沢治山工事
ななさわごえご  さわ

株式会社五十嵐工業

治山 日高南部森林管理署
佐伯地先の沢治山工事
さえきちさき   さわ

株式会社村田土建

治山 上川北部森林管理署
竹藤の沢治山工事
たけふじ さわ

株式会社旭友興林

治山 網走西部森林管理署 野上の沢治山工事
のかみ  さわ

津別建設株式会社

治山 根釧東部森林管理署
栄町地区治山工事
さかえまちちく

小川建設株式会社

治山 檜山森林管理署
奥尻島（奥尻地区）治山工事
おくしりとう  おくしりちく

戸沼岩崎建設株式会社

治山 渡島森林管理署
美谷地区治山工事
  びやちく

株式会社伊関組

林道 胆振東部森林管理署 穂別林道新登川線改良工事
ほべつ   しんのぼりかわせん

株式会社福田組

林道 北空知支署
鷹泊支線林道（林業専用道）新設工事
たかどまりしせん

中本土建株式会社

林道 網走西部森林管理署
峠下左股作業道（林業専用道（規格相当））新設工事
とうげしたひだりまた

興和建設株式会社

林道 西紋別支署
上古丹３号沢支線林道（林業専用道）新設工事
うえんこたん ごうさわしせん

大原建設株式会社

林道 根釧西部森林管理署 シュンクシタカラ林道改良工事 株式会社本田組

藤信建設株式会社林道 後志森林管理署 田中工場の沢林道小錫の沢支線二の沢分線（林業専用道）新設工事
たなかこうば    さわ      こすず   さわしせんに さわぶんせん

林野庁長官賞（林道部門） 林野庁長官賞（治山部門） 

北海道森林管理局長賞（治山部門） 北海道森林管理局長賞（林道部門） 
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【
工
事
名
】 

富
士
見
地
区
５
治
山
工
事 

【
テ
ー
マ
】
環
境
配
慮 

【
工
事
概
要
】 

平
成
28
年
の
台
風
11
号
に

よ
り
、
大
量
の
土
砂
と
流
木
が

直
下
の
国
道
に
流
失
し
た
箇
所

で
あ
る
た
め
、
山
腹
工
事
を
行

い
ま
し
た
。 

施
工
に
際
し
て
、
高
所
で
の

作
業
と
な
る
こ
と
か
ら
、
施
工

性
を
考
慮
し
た
工
事
車
両
の
使

用
や
、
現
況
把
握
の
た
め
Ｕ
Ａ

Ｖ
に
よ
り
撮
影
を
実
施
し
ま
し

た
。 ま

た
、
安
全
対
策
と
し
て
作

業
車
の
転
落
防
止
策
や
直
下
の

国
道
に
対
し
落
石
防
止
網
の
設

置
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
が
高
い

評
価
を
受
け
ま
し
た
。 

【
工
事
名
】 

奥
瓜
幕
２
号
林
道 

（
林
業
専
用
道
）
新
設
工
事 

【
テ
ー
マ
】
技
術
提
案 

【
工
事
概
要
】 

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
付
き
バ
ッ

ク
ホ
ウ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
作
業
者
の
重
機
巻
き
込
み

防
止
に
努
め
る
な
ど
の
安
全
対

策
や
作
業
効
率
の
向
上
に
よ
り

誘
導
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
し

た
。ま

た
、
サ
イ
ド
カ
ッ
タ
ー
付 

き
バ
ケ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
切
土
掘
削
作
業
の
効

率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。 現

場
事
務
所
内
に
は
衛
星
電

話
、
A

E

D
な
ど
を
設
置
し

職
員
等
に
対
し
て
安
全
対
策
に

取
り
組
み
、
燃
料
漏
出
に
対
し

て
迅
速
に
対
処
す
る
た
め
に
油

液
緊
急
対
処
B

O

X
を
設
置

し
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
に
対

応
す
る
な
ど
環
境
保
全
に
配
慮

さ
れ
た
こ
と
が
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。 

林
野
庁
長
官
賞
受
賞
工
事
７

件
の
う
ち
、
工
程
管
理
・
品
質
管

理
な
ど
の
各
段
階
で
高
い
技
術

力
と
管
理
能
力
が
発
揮
さ
れ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
主
任
技
術
者

と
監
督
職
員
が
局
長
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
後
も
技
術
の
研

鑽
に
努
め
ら
れ
、
品
質
の
高
い

施
工
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
治
山
課
・
森
林
整
備
第
二
課
） 

【北海道森林管理局長賞 監督職員表彰】 

【北海道森林管理局長賞 主任技術者表彰】 

主
な
受
賞
工
事 

治
山
工
事 

林
道
工
事 

山 腹 工 

人工林へアクセス 

しやすい林業専用道 

部門 森林管理(支)署 工　事　名 受　賞　者

治山 宗谷森林管理署 リヤウシナイ川治山工事 株式会社飯島組　　 　　小林　康雄

林道 東大雪支署 奥瓜幕２号林道（林業専用道）新設工事
おくうりまく ごう

イチエイ山田建設株式会社　　渋谷　和治

林道 渡島森林管理署 釜別林道改良工事
かまべつ

渡辺建設株式会社　 　　鳴海　秋幸

部門 森林管理(支)署 工　事　名 受　賞　者

治山 宗谷森林管理署
リヤウシナイ川治山工事

農林水産技官 　山本　剛

治山 網走中部森林管理署
富士見地区５治山工事
 ふじみちく

農林水産技官 　桐山　博行

治山 十勝東部森林管理署
東本別治山工事
ひがしほんべつ

農林水産技官 　三上　和寿

林道 石狩森林管理署
札桂連絡林道（林業専用道）新設工事
さっけいれんらく

農林水産技官 　星　　雄介

林道 上川中部森林管理署
岩山林道（林業専用道）新設工事
いわやま

農林水産技官 　和田　哲哉

林道 東大雪支署
奥瓜幕２号林道（林業専用道）新設工事
おくうりまく ごう

農林水産技官 　武隈　智

林道 渡島森林管理署
釜別林道改良工事
かまべつ

農林水産技官 　三浦　忍

林
野
庁
長
官
賞 

主
任
技
術
者
・ 

監
督
職
員
表
彰 
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【
は
じ
め
に
】 

 

空
知
森
林
管
理
署
は
、
空
知

地
方
の
約
半
分
、
南
側
に
位
置

す
る
地
域
６
市
５
町
に
広
が
る

面
積
約
16
万
５
千
ha
の
国
有

林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
空
知
総
合
振
興
局
管

内
２４
市
町
の
森
林
・
林
業
関
係

者
か
ら
構
成
さ
れ
る
空
知
地
区

市
町
村
森
林
整
備
計
画
実
行
管

理
推
進
チ
ー
ム
（
以
下
推
進
チ

ー
ム
）
の
構
成
員
と
し
て
市
町

村
森
林
整
備
計
画
の
着
実
な
実

行
を
図
る
こ
と
を
当
署
の
地
域

課
題
と
位
置
づ
け
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
か
を
振
興
局

と
協
力
し
管
内
の
市
町
を
支
援

し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
か
ら
各
市
町
の
間
伐

等
の
森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
、

推
進
チ
ー
ム
か
ら
林
分
調
査
の

協
力
要
請
が
あ
り
、
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
写
真
撮
影
や
森
林
資
源

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
当
署
の
ド
ロ
ー
ン
活
動
の
取

組
】 当

署
で
は
ド
ロ
ー
ン
及
び
全

天
球
カ
メ
ラ
等
の
実
践
・
サ
ポ

ー
ト
を
進
め
る
た
め
、
ド
ロ
ー

ン
等
利
活
用
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

各
種
調
査
や
民
有
林
へ
の
支
援

活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ド
ロ
ー
ン
の
目
視
外
飛
行

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
操
作
者

７
名
が
中
心
と
な
り
、
新
た
な

操
作
希
望
者
へ
の
講
習
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
森
林
資

源
状
況
の
把
握
】 

 

今
年
度
は
美
唄
市
有
林
の
調

査
依
頼
が
あ
り
、
当
署
の
ほ
か

管
内
市
町
、
森
林
組
合
、
振
興

局
等
の
担
当
者
が
集
合
し
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
チ
ー
ム
と

林
内
を
調
査
す
る
標
準
地
調
査

チ
ー
ム
に
分
か
れ
調
査
を
行
い

ま
し
た
。 

 

調
査
終
了
後
、
当
署
職
員
か

ら
全
天
球
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
の

調
査
方
法
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
ー

を
用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

「
標
準
地
調
査
と
比
べ
、
材

積
の
把
握
は
容
易
だ
が
、
ha
当

た
り
の
本
数
は
把
握
で
き
な
い
」

な
ど
の
長
所･

短
所
や
国
有
林

で
の
活
用
法
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
全
天
球
カ
メ
ラ
は
、

経
験
が
浅
い
者
で
も
材
積
の
把

握
が
可
能
と
の
こ
と
で
、
参
加

者
も
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。
ド
ロ
ー
ン
の
撮
影
は
、

撮
影
範
囲
が
広
範
囲
に
渡
る
こ

と
か
ら
７
月
～

１０
月
ま
で
延

べ
９
回
の
空
撮
を
行
い
ま
し
た
。

途
中
、
機
材
の
不
具
合
な
ど
で

撮
影
の
や
り
直
し
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
が
、
無
事
に
オ
ル
ソ
化

（
ひ
ず
み
補
正
）
し
、
作
成
し

た
画
像
は
路
網
作
設
や
林
分
調

査
の
補
足
資
料
と
し
て
活
用
す

る
た
め
推
進
チ
ー
ム
に
提
供
し

ま
し
た
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
市
や
振
興

局
担
当
者
と
と
も
に
林
分
状
況

を
確
認
し
、
伐
採
方
法
や
路
網

配
置
の
検
討
な
ど
を
行
い
、
推

進
チ
ー
ム
会
議
で
の
説
明
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
提
供
し
た
資

料
は
「
紅
葉
時
期
の
画
像
で
、

樹
種
判
別
が
し
や
す
い
」
と
市

担
当
者
か
ら
好
評
で
し
た
。 

【
今
後
に
向
け
て
】 

森
林
の
保
全
整
備
に
お
け
る

市
町
村
の
役
割
が
益
々
大
き
く

な
る
な
か
、
当
署
で
は
、
民
国

連
携
の
取
組
と
し
て
今
後
も
振

興
局
と
連
携
し
、
地
域
の
諸
課

題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
地
域

林
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

全天球カメラ操作について説明 

地域課題の解決に向けた取組 

空知森林管理署 

作成したオルソ画像（抜粋） 7



森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
全
道
を
活
動
エ
リ
ア
と
し

て
、
地
域
で
求
め
ら
れ
る
林
業

技
術
の
開
発
・
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

今
回
は
、
カ
ラ
マ
ツ
の
天
然

更
新
を
目
的
に
実
施
し
た
、
重

機
に
よ
る
地
が
き
作
業
の
際
に

堆
積
し
た
土
盛
り
の
副
次
的
な

効
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

土
盛
り
の
形
状
と
植
生
の
遷
移 

土
盛
り
の
形
状
は
、幅
５
ｍ
、

高
さ
２
ｍ
の
か
ま
ぼ
こ
状
と
な

っ
て
お
り
、
地
が
き
面
と
の
境

は
20
～
30
㎝
の
切
り
土
法
面

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

植
生
は
２
年
目
か
ら
ク
マ
イ

ザ
サ
が
ほ
ぼ
全
体
を
覆
い
尽
く

す
優
占
種
と
な
り
、
地
が
き
面

は
目
的
樹
種
で
あ
る
カ
ラ
マ
ツ

が
、
ほ
ぼ
全
て
で
見
ら
れ
、
二

極
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

サ
サ
の
回
復
と
地
下
茎
の
発
達 

サ
サ
の
回
復
に
は
、
種
子
に

よ
る
有
性
繁
殖
と
ク
ロ
ー
ン
に

よ
る
無
性
繁
殖
の
二
形
態
が
あ

り
ま
す
。
ク
マ
イ
ザ
サ
の
地
下

茎
の
年
間
伸
長
量
は
、
単
軸
茎

で
障
害
物
の
少
な
い
箇
所
で
は

１
ｍ 

程
度
と
な
っ
て
お
り
、こ

の
ク
ロ
ー
ン
に
よ
る
地
下
茎
の

発
達
速
度
は
他
の
植
物
に
は
見

ら
れ
な
い
大
き
な
特
徴
と
言

え
、
サ
サ
が
優
占
種
と
な
る
過

程
に
深
く
関
与
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
下
茎
の
発
達
方
向

は
傾
斜
に
対
し
上
方
と
下
方
に

８
割
（
上
方
５
割
、
下
方
３
割
、

左
右
２
割
）
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
サ
サ
の
地
下

茎
は
土
盛
り
の
中
央
部
に
集
中

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
地
が
き

面
に
サ
サ
の
地
下
茎
が
侵
入
し

づ
ら
い
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

切
り
土
法
面
の
役
割 

地
が
き
面
周
囲
に
は
２0
～

３0
㎝
の
垂
直
な
切
り
土
法
面

が
作
設
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

土
盛
り
に
堆
積
さ
れ
た
サ
サ
の

地
下
茎
が
一
時
的
に
浮
い
た
状

態
と
な
る
こ
と
か
ら
、
回
復
し

た
地
下
茎
が
切
り
土
法
面
の
地

下
を
迂
回
し
て
地
が
き
面
に
到

達
す
る
に
は
数
年
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
長
期
（
現
在
は
７
年

目
）
に
侵
入
を
抑
制
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
ま
す
。 

野
鼠
に
よ
る
食
害
の
軽
減 

目
的
樹
種
で
あ
る
カ
ラ
マ
ツ

は
、
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
の
嗜
好

性
が
高
い
樹
種
と
言
わ
れ
、
国

有
林
に
お
け
る
カ
ラ
マ
ツ
天
然

更
新
試
験
地
の
ほ
と
ん
ど
が
野

鼠
被
害
に
よ
り
10
年
以
内
に

消
滅
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
試
験
地
で
は
ご
く
僅
か
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
土
盛
り

の
効
果
に
よ
っ
て
、
サ
サ
が
広

が
ら
な
い
地
が
き
面
の
環
境

は
、
餌
の
確
保
や
天
敵
か
ら
隠

れ
る
場
所
が
無
い
等
、
野
鼠
の

生
息
に
適
し
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

結
果
と
今
後
の
展
開 

結
果
と
し
て
、
「
地
が
き
面

へ
の
サ
サ
の
広
が
り
を
抑
制
す

る
効
果
と
野
鼠
被
害
の
軽
減
」

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

人
工
林
の
造
成
、
天
然
更
新
と

も
に
無
保
育
で
の
造
成
が
示
唆

さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

森林技術・支援センター 
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【
羽
幌
町
の
紹
介
】 

羽
幌
森
林
事
務
所
が
所
在
す

る
羽
幌
町
は
、
日
本
海
に
面
し

た
漁
業
・
農
業
・
観
光
が
主
要

な
産
業
と
す
る
町
で
す
。
暑
寒

別
天
売
焼
尻
国
定
公
園
の
一
部

で
あ
る
天
売
島
・
焼
尻
島
も
羽

幌
町
に
属
し
て
お
り
、
天
売
島

は
絶
滅
危
惧
種
の
「
ウ
ミ
ガ
ラ

ス
」
通
称
オ
ロ
ロ
ン
鳥
の
国
内

唯
一
の
繁
殖
地
と
し
て
有
名
で

す
。
ま
た
焼
尻
島
の
「
オ
ン
コ

林
」
は
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
て
シ
ー
ズ
ン
に
は

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。 

町
内
に
も
観
光
名
所
が
あ
り

ま
す
。
国
内
外
の
バ
ラ
３
百
種

約
２
千
株
を
栽
培
し
て
い
る

「
は
ぼ
ろ
バ
ラ
園
」、オ
ロ
ロ
ン

鳥
等
海
鳥
の
生
態
を
調
査
・
展

示
し
て
い
る
「
北
海
道
海
鳥
セ

ン
タ
ー
」
等
で
す
。
羽
幌
町
の

特
産
品
は
「
焼
尻
め
ん
羊
ラ
ム

肉
」、「
甘
エ
ビ
」、「
グ
リ
ー
ン

ア
ス
パ
ラ
」
等
で
す
が
、
特
に

「
甘
エ
ビ
」
は
水
揚
げ
量
日
本

一
で
、
毎
年
６
月
に
開
催
さ
れ

る
「
甘
エ
ビ
ま
つ
り
」
は
、
そ

の
知
名
度
の
高
さ
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
が
行
列
を
作
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
皆
さ
ん
も
当
地

を
訪
れ
た
際
は
色
々
な
所
を
見

て
食
を
堪
能
し
て
頂
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。 

【
羽
幌
森
林
事
務
所
に
つ
い
て
】

 

羽
幌
森
林
事
務
所
の
森
林
面

積
は
約
１
万
９
千
ha
あ
り
、
羽

幌
町
の
森
林
面
積
の
約
50
％

に
当
た
り
ま
す
。
内
訳
は
、
人

工
林
３
千
ha
天
然
林
１
万
６

千
ha
で
、
管
内
の
ほ
と
ん
ど
が

水
源
か
ん
養
保
安
林
と
防
風
保

安
林
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
森

林
官
１
名
、地
域
技
術
官
１
名
、

非
常
勤
職
員
１
名
の
計
３
名
で

各
種
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

１
年
間
の
主
な
業
務
は
林

道
・
作
業
道
の
維
持
や
融
雪
時

の
点
検
、
民
有
地
と
の
境
界
確

認
、
各
委
託
事
業
や
間
伐
事
業

等
の
監
督
、
森
林
資
源
の
各
種

調
査
等
で
す
。 

現
在
は
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
と
ス

キ
ー
を
使
用
し
て
森
林
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
札
幌

市
を
中
心
に
記
録
的
な
大
雪
で

し
た
が
羽
幌
町
は
積
雪
が
若
干

少
な
い
よ
う
で
現
地
ま
で
移
動

の
際
の
川
渡
り
に
一
苦
労
で
す
。 

【
羽
幌
施
業
指
標
林
に
つ
い
て
】 

羽
幌
部
内
に
お
い
て
、
現
在

長
期
的
に
行
っ
て
い
る
施
業
と

し
て
羽
幌
施
業
指
標
林
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
初
期
に

天
然
林
よ
り
生
産
力
の
高
い
針

葉
樹
の
増
殖
を
図
る
考
え
の
基

に
設
定
さ
れ
、
針
葉
樹
を
増
や

し
て
き
た
林
分
に
価
値
が
見
直

さ
れ
て
き
た
広
葉
樹
の
発
生
を

促
し
、
高
さ
や
種
類
の
違
う
樹

木
か
ら
な
る
「
水
土
保
全
モ
デ

ル
林
」
に
誘
導
し
て
い
こ
う
と

平
成
８
年
に
一
部
択
伐
を
行
い
、

「
無
施
業
区
」
、「
皆
伐
区
」
、

「
択
伐
区
」
、
「
帯
状
区
」
の

４
つ
の
試
験
区
を
設
定
し
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
天
然
力
を
活
用
し

た
森
林
作
り
の
も
と
広
葉
樹
主

体
の
針
広
混
交
林
に
成
林
で
き

る
よ
う
森
林
現
況
の
変
化
を
調

査
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

【
最
後
に
】 

昨
年
４
月
に
当
事
務
所
に
着

任
し
ま
し
た
が
、
羽
幌
で
の
勤

務
は
２
回
目
で
、
20
代
の
頃
に

製
品
事
業
所
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
と
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

時
々
昔
話
に
花
が
咲
き
自
分
も

年
を
取
っ
た
と
実
感
し
ま
す
。 

現
役
生
活
も
残
り
１
年
と
な

り
ま
し
た
。
現
場
業
務
の
重
要

さ
を
認
識
し
な
が
ら
業
務
を
遂

行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

留萌北部森林管理署 
羽幌森林事務所 

地域統括森林官 髙橋 輝男 右が筆者 

遙かに望む天売島・焼尻島 

地林況調査の様子 

施業指標林の試験区 
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樹
木
採
取
権
の
設
定
を
受
け
る
こ
と

を
希
望
す
る
者
を
再
公
募
し
ま
す
。 

(1)
公
募
を
行
う
樹
木
採
取
区 

（ア）  

北
海
道
森
林
管
理
局
1

胆
振
東
部
樹
木
採
取
区 

（イ）  

北
海
道
森
林
管
理
局
2

網
走
中
部
樹
木
採
取
区 

 

令
和
3
年
9
月
8
日
付
け 

公
示
の
と
お
り 

（ウ）  

北
海
道
森
林
管
理
局
3

根
釧
西
部
樹
木
採
取
区 

 

令
和
3
年
10
月
14
日
付
け 

公
示
の
と
お
り 

(2)
樹
木
採
取
権
の
存
続
期
間 

（ア）  

胆
振
東
部
樹
木
採
取
区 

（イ）  

網
走
中
部
樹
木
採
取
区 

樹
木
採
取
権
の
設
定
の
日
か
ら

8
年 

（ウ）  

根
釧
西
部
樹
木
採
取
区 

 

樹
木
採
取
権
の
設
定
の
日
か
ら

9
年 

(3)
公
募
期
間 

令
和
4
年
3
月
1
日
～
令
和
4

年
6
月
30
日
（
木
曜
日
）
17
時
ま
で

（
必
着
） 

事
業
者
向
け
説
明
会
も
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
詳
し
く
は
各
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
エ
ゾ
シ
カ

に
関
す
る
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。 

〇
情
報
内
容 

掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
北
海
道

森
林
管
理
局
職
員
が
実
施
し
た
エ
ゾ
シ

カ
痕
跡
調
査
と
、
北
海
道
庁
が
狩
猟
者

か
ら
提
供
さ
れ
た
エ
ゾ
シ
カ
情
報
を
取

り
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
ま

す
。

〇
レ
イ
ヤ
ー
の
説
明

・
越
冬
地
情
報
（
平
成
22
年
度
）：『
平

成
22 
年
度
エ
ゾ
シ
カ
被
害
防
止
緊
急

対
策
越
冬
地
調
査
委
託
業
務
』
提
供:

北

海
道

・
狩
猟
に
よ
る
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
頭
数
：

年
度
別
及
び
『

2009
年
度
～

2019
年
度
平

均
』（
有
害
鳥
獣
捕
獲
で
捕
獲
さ
れ
た
頭

数
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）
※
狩
猟
者
か
ら

の
情
報

・S
P

U
E

(

一
回
猟
に
出
た
ら
見
る
シ
カ

の
数)

：
年
度
別
及
び
『

2009
年
度
～

2019

年
度
平
均
』
※
狩
猟
者
か
ら
の
情
報

・
エ
ゾ
シ
カ
痕
跡
調
査
（
冬
）：
北
海
道

森
林
管
理
局
の
職
員
が
、
平
成
28
年
度

か
ら
令
和
2
年
度
の
冬
季
（
1
月
～

3
月
）
に
エ
ゾ
シ
カ
の
痕
跡
を
調
査
し

た
も
の
で
す
。 

詳
し
く
は
各
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
コ
ン
テ

ナ
苗
生
産
者
（
以
下
「
生
産
者
」
と
い

う
。）
の
育
成
に
資
す
る
と
と
も
に
、
コ

ン
テ
ナ
苗
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
安
定

需
給
協
定
」
の
実
施
に
係
る
公
募
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
公
募
で
は
苗
木
供

給
の
現
状
を
踏
ま
え
、
ま
き
つ
け
及
び

育
苗
期
間
を
考
慮
し
、
樹
種
別
に
協
定

期
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。 

公
募
の
結
果
、
生
産
者
5
者
か
ら
の

応
募
が
あ
り
、
こ
の
た
び
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。 

選
定
さ
れ
た
生
産
者
は
、
い
ず
れ
も

積
極
的
に
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
施
設
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
灌
水
設
備
や
生
産

機
械
等
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

産
体
制
の
拡
大
と
品
質
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
た
な
技
術
の
開
発
や
販
路

拡
大
を
図
る
も
の
と
し
て
、
生
分
解
性

不
織
布
の
使
用
や
緩
効
性
肥
料
の
施
用

に
よ
る
付
加
価
値
の
向
上
へ
の
取
組
の

ほ
か
、
地
元
雇
用
や
苗
木
の
普
及
に
繋

が
る
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
地
域
の

林
業
振
興
へ
の
貢
献
が
図
ら
れ
る
提
案

等
が
あ
り
ま
し
た
。 

詳
し
く
は
各
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
に
お
け
る
樹
木

採
取
権
者
の
再
公
募
に
つ
い
て

エ
ゾ
シ
カ
情
報
マ
ッ
プ
を
公
開
し
ま

し
た

「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
安
定
需
給
協
定
」

に
係
る
企
画
提
案
の
公
募
結
果
に
つ

い
て

広報 「北の森林 国有林」3 月号 

発行 林野庁北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

も り

ＩＰ電話 050-3160-6300 

電 話 011-622-5213 

F A X 011-622-5194 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/press/hanbai1/220301.html 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/apply/nyurin/attach/Ezoshika_Map.html 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/press/seibi1/220217.html 

今月の木 「アオダモ」 

アオダモは成長が遅い木で、成木になっ

ても高さは 10m 位、胸高直径も

30cm 以下がほとんどです。

アオダモの冬芽のイラストを

表紙の月数字に載せました。 

今
月
の
表
紙 
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